
ISSNO386-4790

国文学研究資料館報 平成9年3月第48号

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
ブ
ー
ム
で
、
マ

ス
コ
ミ
に
も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
中
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
い
う
言

葉
を
よ
く
目
や
耳
に
す
る
。
当
館
で
も

平
成
七
年
度
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
、
国
文
研
の
紹
介
や
一
般
情
報
の

提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
電
子
図
書
館

の
椛
築
に
向
け
た
研
究
実
験
も
行
っ
て

い
る
。ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
と
い
う
計
算
機
通
信
網
に
つ
な
が

っ
た
パ
ソ
コ
ン
や
計
算
機
に
対
し
て
、

文
章
・
静
止
画
像
・
動
画
像
・
音
声
な

ど
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
を
提
供
し

た
り
、
利
用
者
の
入
力
し
た
検
索
条
件

に
合
致
す
る
資
料
を
検
索
し
て
、
検
索

結
果
を
表
示
し
た
り
す
る
情
報
発
信
源

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
Ｗ
Ｗ
Ｗ

（
老
◎
萱
‐
皇
号
‐
芝
ｇ
）
と
呼
ば
れ
る
全
世

界
を
カ
バ
ー
し
た
通
信
網
で
あ
り
、
お

国
文
学
研
究
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

情
報
メ
デ
ィ
ア
室
丸
山
勝
巳

互
い
に
情
報
の
交
流
が
可
能
で
あ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
使
い
方
が
非
常

に
簡
単
、
画
像
や
音
声
な
ど
の
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
情
報
が
扱
え
る
、
利
用
者
と

シ
ス
テ
ム
が
会
話
す
る
か
の
ど
と
く
対

話
的
に
目
的
の
情
報
を
ア
ク
セ
ス
で
き

る
、
世
界
中
の
情
報
に
直
ち
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
な
ど
の
理
由
で
急
速
に
普
及

し
た
。
（
急
速
に
普
及
し
た
物
と
し
て
は
、

コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
双
壁
で
あ
る
。
）

先
ず
使
っ
て
み
よ
う
。
パ
ソ
コ
ン
上

で
Ｗ
Ｗ
Ｗ
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
①
胃
四
月
や

野
冒
皇
①
届
）
を
起
動
し
、
以
下
の
ア
ド

レ
ス
を
入
力
す
れ
ば
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
が
表
示
さ
れ
る
。

冒
冒
奎
乏
諄
暑
・
昌
冒
＆
冥

後
は
、
表
示
画
面
上
で
下
線
や
色
付

け
き
れ
た
リ
ン
ク
部
分
に
マ
ウ
ス
を
持

っ
て
い
っ
て
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

へ

だ
け
で
、
該
当
内
容
が
表
示
さ
れ
る
。

当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
，
以
下

の
内
容
を
提
供
し
て
い
る
。

の
当
館
紹
介
紹
介
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
等

の
案
内
展
示
案
内
、
閲
覧
室
・
史
料

館
の
利
用
案
内
、
研
究
集
会
案
内
等

⑥
事
業
紹
介
各
研
究
部
の
紹
介

㈹
リ
ン
ク
集
人
文
系
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ヘ
の
リ
ン
ク
集

⑤
電
子
資
料
館
実
験
こ
れ
は
次
項
で

述
べ
る
。

「
電
子
資
料
館
」
実
験
は
、
「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
（
通
信
網
）
を
経
由
し
て
、

世
界
中
の
何
処
か
ら
で
も
い
つ
で
も
直

ち
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、
目
的
の
資
料
や

関
連
す
る
資
料
を
簡
単
に
見
つ
け
ら
れ
、

翻
刻
し
た
全
文
テ
キ
ス
ト
や
原
本
の
画

像
が
見
ら
れ
、
簡
単
に
使
え
る
シ
ス
テ

ム
」
の
構
築
を
目
指
し
た
実
験
で
あ
る
。

現
在
外
部
に
公
開
し
て
い
る
内
容
の

一
例
を
以
下
に
示
す
。
本
に
す
れ
ば
数

十
巻
に
も
な
る
内
容
が
、
瞬
時
に
検
索

で
き
る
。

・
二
十
一
代
集
の
本
文
検
索
と
一
部
の

｜
銅
睡
辨
輌
癖
諏
嘱
蜘
赫
訓
私
轟
訓
》
…
麹
仙
噸
堰

次
外
国
人
國
貿
：
．
…
．
：
…
…
…
…
…
：
．
…
．
：
．
・
・
：

》
》
“
唾
一
山
一
一
で
』
函
一
》
》
”
唖
錘
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小
卯
祭
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》
〉
■
■
●
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。
●
●
●
●
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●
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●
●
●
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◆
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◆
◆
●
①
◆
◆
●
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パ
リ
で
説
ん
だ
六
百
番
歌
合
松
野
隅
二
・
・
…
…

日
一
で
よ
み
が
え
る
宗
安
小
歌
集
…
…
…
…
…
…
…
．
…
．

一
＃
鬘
霊
蕊

へ
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原
本
画
像
表
示

・
演
能
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

・
連
歌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

・
百
人
一
首

・
試
験
用
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
類
（
館

外
に
は
非
公
開
）

・
そ
の
他

当
館
の
電
子
化
資
料
の
成
果
は
、
Ｃ

Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
な
ど
で
も
提
供
す
る
予
定

な
の
で
パ
ソ
コ
ン
上
で
も
色
々
な
情
報

が
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
る
が
、
電
子

資
料
館
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
、
何

種
類
も
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ま
た
が
っ

て
膨
大
な
デ
ー
タ
群
の
中
か
ら
目
的
の

情
報
や
関
連
す
る
情
報
を
直
ち
に
検
索

で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

電
子
資
料
館
の
構
築
に
は
、
の
情
報

処
理
技
術
、
の
内
容
の
構
築
、
③
著
作

権
な
ど
権
利
問
題
の
三
大
課
題
が
あ
る
。

の
は
純
粋
に
技
術
的
問
題
で
あ
り
、
情

報
処
理
技
術
の
進
歩
は
非
常
に
速
く
、

国
文
研
の
中
で
も
少
数
な
が
ら
我
々
情

報
系
研
究
者
が
黙
々
と
仕
事
を
進
め
て

い
る
所
で
あ
る
。
の
は
当
館
の
重
要
任

科
研
「
回
瞭
学
術
研
究
」
を
終
え
て
…
…
…
…
．

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」

平
成
９
年
艇
共
同
研
究
…
…
…
・
・
・
…
．
・
・
…
…
●
・
・
．

叉
期
大
学
院
セ
ミ
ナ
ー
受
購
生
募
築
…
…
…
…
．

《
一
乗
一
唖
壷
奉
早
●
●
①
早
●
色
卓
●
●
●
由
●
●
●
■
●
ゆ
●
●
早
●
●
●
■
早
●
●
由
●
早
●
●
の
●
の
ゆ
ゅ
●
●
●
■
早
●
の
●
・
●
凸

利
用
者
へ
の
お
知
ら
せ
…
・
…
・
・
…
…
．
．
…
・
…
…
．

理
‐
《
賎
Ｑ
〃
棒
幸
‐
咋
曜
一
存
幸
一
●
異
エ
“
《
兵
０
口
・
・
・
０
口
・
・
・
。
：
。
・
・
・
。
。
・
・
Ｃ
Ｏ
。
。
：
。

●
●
〃
一
、
》

◆
●
の
Ｄ
Ｊ

●
●
○
二
Ｊ

●
■
。
⑥

●
●
《
画
〃

■
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■

●
●

■
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●
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一
番
難
し
い
の
は
側
で
あ
る
。
古
典

の
場
合
は
、
原
著
者
は
没
後
夘
年
を
過

ぎ
て
い
る
の
で
著
作
権
は
き
れ
て
お
り
、

そ
の
内
容
自
体
（
勿
論
翻
刻
本
文
に
は

翻
刻
者
の
著
作
権
が
あ
る
）
や
原
本
画

像
は
本
来
言
ｇ
ｏ
号
ョ
幽
旨
で
あ
る
。
し

か
し
、
現
実
に
は
電
子
化
資
料
に
す
る

に
は
色
々
な
垣
根
が
あ
り
、
我
が
国
は

欧
米
に
比
べ
て
文
化
財
の
デ
ィ
ジ
タ
ル

記
録
化
・
公
開
が
遅
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
日
本
の
貴
重
な
文
化
財
で
あ
り
世

に
伝
え
る
た
め
に
も
広
く
公
開
す
る
こ

と
が
我
々
の
任
務
で
あ
り
、
積
極
的
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
著
作
権
と
い
う
法
律
自
体
も
、
作

者
の
権
利
保
護
と
文
化
の
公
開
の
両
面

を
求
め
て
い
る
。
例
え
ば
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
の
未
公
開
楽
譜
が
あ
っ
た
と
し
よ
う
。

こ
の
楽
譜
自
体
は
所
有
者
の
物
で
数
千

万
円
の
価
値
と
な
ろ
う
が
、
そ
の
内
容

は
冒
三
旨
号
ョ
画
旨
で
あ
る
。
こ
の
内
容

は
（
何
ら
か
の
代
価
の
も
と
に
）
公
開

さ
れ
な
け
れ
ば
、
所
有
者
は
世
界
中
か

ら
非
難
さ
れ
よ
う
し
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

に
も
済
ま
な
い
。
と
言
う
わ
け
で
、
古

典
文
献
の
電
子
資
料
化
に
ご
支
援
を
頂

き
た
い
次
第
で
あ
る
。

務
で
あ
り
、
例
え
ば
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
構
築
、
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
等

ス
構
築
、
本
文
デ

が
進
行
中
で
あ
る
。

百
万
塔
陀
羅
尼

史
籍
類
で
製
作
年
時
を
確
認
し
得
る

点
で
、
現
存
最
古
の
印
刷
物
。
天
平
宝

字
八
年
（
七
六
四
）
に
発
願
、
宝
亀
元

年
（
七
七
○
）
四
月
二
十
六
日
に
こ
れ

を
完
成
し
、
法
隆
寺
な
ど
十
大
寺
に
分

置
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。

「
無
垢
浄
光
経
自
心
印
陀
羅
尼
」
一

巻
。
木
製
小
塔
一
基
。
版
種
、
短
。
料

紙
寸
法
、
四
十
三
×
五
・
六
糎
（
但
し

裏
打
ち
補
修
）
。
左
右
の
版
（
文
字
面
）

長
、
三
十
一
・
二
糎
。

和
漢
朗
詠
集
注
写
一
冊

紺
色
後
補
表
紙
。
八
一
丁
。
鎌
倉
初

期
頃
成
立
と
推
定
さ
れ
る
南
都
の
釈
永

済
に
よ
る
『
和
漢
朗
詠
集
注
」
の
、
室

町
末
期
と
覚
し
き
写
本
。
上
巻
の
み
の

零
本
で
、
冒
頭
に
「
背
燭
共
燐
深
夜
月
」

（
春
夜
）
「
椅
松
樹
摩
腰
」
（
子
日
）
注
を

補
っ
た
一
紙
に
続
け
て
「
人
無
更
少
時

須
惜
」
（
暮
春
）
よ
り
仏
名
部
ま
で
の
朗

詠
漢
詩
句
と
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
句
注

を
記
す
。
「
満
久
」
（
巻
末
）
「
高
須
」

（
遊
紙
［
原
裏
表
紙
］
）
の
署
名
あ
り
。

漢
詩
句
に
は
、
片
仮
名
訓
・
送
り
仮
名

が
付
さ
れ
る
他
、
朱
点
に
よ
る
ヲ
コ
ト

点
も
全
句
に
わ
た
り
施
さ
れ
る
。
書

角
ー一

新
収
和
古
書
抄
ｌ
平
成
八
年
Ｉ

写
・
所
蔵
伝
来
は
不
明
だ
が
、
旧
蔵
者

に
よ
る
鉛
筆
書
に
よ
る
校
異
も
、
ま
ま

記
さ
れ
て
い
る
。
本
系
統
の
注
釈
書
伝

本
は
、
永
青
文
庫
本
・
高
田
本
・
京
大

本
・
龍
谷
大
学
本
が
知
ら
れ
る
の
み
だ

が
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
た
伝
本
と
は
異

な
る
用
字
・
表
現
上
の
差
異
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
と
、
漢
詩
句
の
ヲ
コ
ト
点
等

が
存
す
る
点
で
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
。

（
な
お
、
北
村
季
吟
「
和
漢
朗
詠
集
注
』

は
本
系
統
の
注
を
も
と
に
改
変
を
加
え
、

さ
ら
に
和
歌
注
を
補
っ
た
も
の
で
あ

る
。
）

天
台
名
目
類
聚
抄
版
本
十
三
冊

天
台
宗
全
書
二
十
二
巻
に
収
め
ら
れ

る
貞
舜
の
七
帖
見
聞
の
版
本
。
本
書
に

は
成
菩
提
院
蔵
自
筆
本
そ
の
他
の
写
本

系
の
伝
本
と
、
元
和
四
年
延
暦
寺
宝
瞳

院
に
於
て
印
摺
し
た
古
活
版
系
の
刊
本

と
が
あ
る
。
新
収
本
は
古
活
版
に
拠
っ

た
整
版
で
、
寛
永
五
年
中
野
市
右
衛
門

の
刊
記
が
あ
る
。
こ
の
他
に
慶
安
四
年

版
が
知
ら
れ
る
。

墨
田
川
扇
合
写
一
冊

一
八
・
一
×
一
二
・
○
糎
。
薄
茶
色

横
刷
毛
引
表
紙
。
包
背
装
、
結
び
綴
。

題
篭
剥
落
の
跡
に
「
墨
田
河
扇
あ
は
せ
」

戸、

ｌ
１
０
１
１
１
１
ｌ
ｌ
Ｏ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
１
１
０
０
１
１
８
０
０
０
１
１
１

当
館
で
は
外
国
人
研
究
員
と
し
て
、

お
二
人
の
客
員
教
授
を
迎
え
て
い
る
。

フ
ラ
ン
シ
ー
ヌ
・
エ
ラ
イ
ユ
教
授
は
、

当
館
と
学
術
交
流
の
協
定
を
結
ん
で
い

る
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
よ
り

お
迎
え
し
た
フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
研
究

院
の
教
授
で
、
専
門
は
平
安
朝
の
歴
史

と
文
学
。
『
御
堂
関
白
記
」
の
仏
語
訳
で

著
名
で
あ
る
。
昨
秋
、
勲
四
等
宝
冠
賞

の
叙
勲
を
受
け
ら
れ
た
。
当
館
で
は

「
本
朝
麗
藻
」
の
共
同
研
究
な
ど
に
適

進
さ
れ
、
本
年
三
月
末
帰
国
の
予
｛
再

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
・
ラ
ミ
レ
ス
ー
ク
リ
ス

テ
ン
セ
ン
教
授
は
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
准

教
授
、
専
門
は
連
歌
で
、
と
く
に
心
敬

の
研
究
を
中
心
に
、
当
館
で
八
月
末
ま

で
研
究
を
つ
づ
け
ら
れ
る
。

と
打
付
書
。
山
吹
色
の
九
行
刷
罫
紙
を

使
用
。
巻
首
に
「
月
の
屋
」
の
朱
文
長

方
印
を
捺
し
、
峡
に
貼
ら
れ
た
森
銑
三

の
題
篭
に
「
横
山
由
清
旧
蔵
／
一
部
手

写
」
と
あ
る
。
幕
末
期
弘
化
、
嘉
永
頃

の
書
写
。
内
容
は
「
墨
田
川
扇
合
」
「
源

氏
物
語
寛
宴
和
歌
」
「
源
平
盛
衰
記
人
名

和
歌
」
「
太
平
記
人
名
和
歌
」
。
小
ぶ
り

な
が
ら
三
島
自
寛
、
賀
茂
季
鷹
、
井
上

文
雄
ら
江
戸
の
歌
人
の
好
資
料
で
あ
る
。

外
国
人
研
究
員
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中
世
歌
謡
、
特
に
室
町
小
歌
の
段
重
要

資
料
の
一
つ
で
あ
る
雲
不
安
小
歌
集
」
が

こ
の
度
当
館
の
所
蔵
に
帰
し
た
。
本
書
は

冒
墨
叩
と
国
文
学
」
昭
和
六
年
四
月
号
に
、

笹
野
堅
氏
に
よ
っ
て
要
所
時
代
小
歌
集
」

の
名
で
初
め
て
紹
介
さ
れ
、
間
も
な
く
同

年
九
月
萬
葉
閣
刊
「
室
町
時
代
小
歌
集
」

に
、
コ
ロ
タ
イ
プ
版
に
よ
る
影
印
に
活
字

翻
刻
を
付
し
て
全
文
が
公
に
さ
れ
た
。
し

か
し
原
本
は
い
つ
し
か
所
在
不
明
と
な
り
、

専
門
の
研
究
者
も
直
接
披
見
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
ま
ま
、
数
十
年
が
過
ぎ
た
の
で

あ
る
。
然
る
所
、
平
成
五
年
十
二
月
の
一

誠
堂
書
店
九
十
周
年
記
念
古
典
籍
善
本
展

示
即
圭
聾
云
に
突
如
姿
を
現
し
、
注
視
を
集

め
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
今
般
縁
あ

っ
て
当
館
に
架
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
長
く
消
息
を
失
っ
て
い
た
幻
の
本
に
、

今
後
は
容
易
に
接
し
得
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
ま
ず
は
慶
び
た
い
と
思
２

改
め
て
書
誌
の
概
略
を
記
せ
ば
、
巻
子

本
一
軸
、
桑
茶
色
地
の
金
欄
表
紙
、
見
返

し
は
金
箔
を
押
す
。
料
紙
は
鳥
の
子
紙
を

二
枚
貼
り
合
わ
せ
た
も
の
で
、
紙
背
に
は

全
面
に
金
銀
の
切
箔
と
金
砂
子
を
撒
く
。

全
十
九
紙
○
紙
高
加
叫
紙
幅
棚
、
前
後
、

た
だ
し
第
一
紙
と
第
十
九
紙
は
や
や
短
い
。

僅
少
の
虫
損
お
よ
び
損
傷
は
あ
る
が
、
概

し
て
保
存
は
良
好
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に

新
収
資
料
紹
介
⑫
‐

宗
安
小
歌
集

「
一
巻
千
早
振
笹
悩
久
我
大
納
言
敦
通
卿

正
筆
後
二
号
有
庵
三
体
」
の
極
め
を
記

し
た
剛
×
価
、
程
の
紙
片
と
、
久
我
敦
通

と
一
恋
文
に
関
す
る
簡
単
な
メ
モ
を
記
し
た

紙
片
が
付
属
し
て
い
る
。

内
容
に
つ
い
て
は
既
に
周
知
に
属
す
る

が
、
冒
頭
に
「
千
早
振
神
代
は
」
に
始
ま

る
序
が
二
十
六
行
あ
り
、
次
い
で
１
「
神

そ
し
る
ら
ん
我
中
は
千
世
萬
よ
と
ち
き
り

候
」
（
数
字
ほ
古
典
集
成
本
の
歌
香
芝
以

下
約
二
百
二
十
首
の
小
歌
を
列
記
し
、
末

尾
に
「
右
一
巻
宗
安
老
対
予
請
／
此
序
不

顧
後
覧
之
時
／
酔
狂
之
余
為
与
騎
竹
年
／

戯
任
筆
瞥
之
耳
千
恥
一
笑
々
々
／
久
我
有

庵
三
休
禿
揃
筐
の
奥
普
を
付
一
％
終
り

か
ら
八
首
目
の
叩
弱
し
や
つ
ら
か
れ
…
」

以
下
の
筆
致
が
そ
れ
以
前
と
微
妙
に
異
な

っ
て
い
る
が
、
全
体
を
一
筆
と
見
て
よ
い

よ
う
で
あ
る
ｒ
宗
安
に
つ
い
て
は
序
に
簡

明
な
紹
介
が
あ
り
、
小
歌
に
長
じ
て
い
た

一
蕊
女
が
自
編
の
小
歌
集
を
久
我
有
庵
三
体

に
示
し
、
序
を
乞
っ
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。

編
者
宗
安
に
は
、
従
来
何
人
か
の
具
体
的

人
物
が
擬
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

定
説
化
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
一
方
序

の
作
者
久
我
有
庵
三
体
に
つ
い
て
は
、
上

記
の
紙
片
に
も
あ
る
久
我
敦
通
（
寛
永
元

年
十
一
月
六
十
歳
没
）
と
す
る
説
と
、
そ

の
叔
父
日
勝
（
天
正
十
五
年
六
月
四
十
六

歳
没
）
を
当
て
る
説
が
あ
り
、
前
者
が
比

較
的
有
刀
礎
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

へ

と
こ
ろ
で
、
こ
の
本
は
上
述
の
よ
う
に

全
体
が
有
庵
三
休
筆
と
認
め
ら
れ
る
が
、

奥
書
の
雲
曾
讓
諏
竹
年
…
瞥
之
」
と
い
う

文
言
を
信
ず
れ
ば
、
或
る
小
童
に
贈
る
目

的
で
染
筆
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
所

収
の
小
歌
が
必
ず
し
も
一
般
の
年
少
者
に

ふ
さ
わ
し
い
と
は
言
い
難
い
こ
と
か
ら
は
、

或
い
は
愛
童
悟
号
え
た
と
も
想
像
さ
れ
よ

う
か
。
た
だ
し
「
為
与
騎
竹
年
」
が
何
ら

か
の
意
図
に
基
づ
く
架
空
の
言
辞
と
す
れ

ば
（
「
酔
狂
之
今
座
「
戯
」
と
共
に
、
清
華

家
出
身
者
が
低
悟
な
小
歌
集
に
序
を
草
し
、

更
に
浄
書
ま
で
行
っ
た
こ
と
に
対
す
る
言

い
抜
け
と
取
る
の
は
穿
ち
過
ぎ
か
）
、
や
は

り
一
蕊
女
に
送
っ
た
本
と
解
す
る
こ
と
も
不

可
能
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
本
文
資

料
と
し
て
の
価
値
に
大
差
は
な
い
か
も
知

れ
な
い
が
、
こ
の
本
の
性
格
は
、
華
者
有

庵
三
体
の
素
性
や
書
写
の
年
代
・
場
所
と

併
せ
て
、
改
め
て
検
討
さ
れ
て
よ
い
と
思

わ
れ
る
。

な
お
笹
野
氏
は
何
故
か
触
れ
て
お
ら
れ

な
い
が
、
こ
の
本
に
は
一
度
書
い
た
文
字

を
擦
り
消
し
て
訂
正
し
た
箇
所
が
散
見
す

る
（
十
首
に
計
十
一
箇
所
、
字
数
に
し
て

二
十
二
字
八
ご
・
多
く
は
直
後
の
訂
正
ら
し

く
、
書
い
て
い
る
途
中
で
気
付
い
た
こ
と

が
明
瞭
な
例
も
あ
る
。
連
綿
も
極
め
て
巧

妙
に
繋
げ
て
お
り
、
書
き
直
し
の
跡
を
目

立
た
せ
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
認
霊
芋
津
座
に
左
些
手
書

角

之
」
と
い
》
２
巣
瞥
の
文
言
の
虚
構
は
明
ら

か
で
あ
る
。
中
に
は
脳
「
糸
よ
り
ほ
そ
い

●
●

こ
し
し
む
れ
は
（
↑
り
や
）
い
と
、
な
を

●
●

い
と
し
」
、
伽
夛
恒
こ
そ
も
と
れ
と
り
（
↑

き
み
）
に
と
か
な
や
」
の
よ
う
に
、
訂
正

前
の
字
が
判
読
・
推
読
で
き
る
場
合
も
あ

る
の
は
興
味
深
い
。
全
体
に
比
較
す
れ
ば

僅
か
で
あ
り
、
一
部
に
不
注
意
の
誤
記
も

含
ま
れ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
訂
正
は
、

釣
・
剛
の
誤
記
な
ど
と
共
に
筆
者
が
必
ず

し
も
本
書
所
収
の
す
べ
て
の
小
歌
に
通
暁

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し

て
お
り
、
必
然
的
に
こ
の
本
の
本
文
の
信

頼
性
に
も
瞳
雌
す
る
で
あ
る
、
１

ま
た
今
後
期
待
さ
れ
る
点
と
し
て
、

こ
の
本
の
墨
継
ぎ
の
分
析
が
一
首
の
解
釈

に
寄
与
す
る
可
能
性
を
挙
げ
ら
れ
る
。
も

っ
と
も
墨
継
ぎ
箇
所
が
歌
意
の
切
れ
目
と

無
関
係
な
場
合
も
あ
る
上
、
右
に
述
べ
た

筆
者
の
理
解
度
の
問
題
も
あ
る
の
で
、
絶

対
的
な
根
拠
に
は
で
き
な
い
が
、
或
る
程

度
の
参
考
に
は
な
ろ
う
。

上
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
本
は
『
宗
安

小
歌
集
」
の
真
の
意
味
で
の
「
原
本
」
で

は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
然
ら
ず
と
し

て
も
そ
れ
に
極
め
て
近
い
貴
重
な
写
本
で

あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
長
期
の
退
蔵

を
経
て
再
び
世
に
現
れ
た
こ
の
本
が
、
広

く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
文
献
資
料
部
落
合
博
志
）
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」

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
博
士
が
昨

年
十
月
に
逝
去
さ
れ
た
。
前
号
に
述
べ

た
よ
う
に
、
そ
の
二
月
に
当
館
と
の
学

術
協
定
に
調
印
さ
れ
、
平
成
九
年
度
に

は
来
館
の
御
意
志
が
あ
っ
た
だ
け
に
歎

き
は
深
い
。

「
こ
の
窓
の
下
に
中
世
の
パ
リ
の
土

居
が
少
し
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
線
を

延
長
す
る
と
こ
の
机
の
上
を
通
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
私
は
「
洛
中
』
、

皆
さ
ん
は
「
洛
外
」
に
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
．
：
：
。
」
。
日
本
か
ら
の
古
典
研
究

の
来
客
に
は
時
折
使
わ
れ
た
ら
し
い
冗

句
で
迎
え
て
下
さ
っ
た
温
顔
に
は
も
う

接
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
コ
レ
ー
ジ

‐4

パ
リ
で
読
ん
だ
『
六
百
番
歌
合
』

松
野
陽
一

石
＃
恥別
q

′

恥

第
四
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会

（
一
九
八
○
年
）
に
参
加
さ
れ
た

時
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
氏

犀
璽
翻
判

一一

＝

一一

＝ 聖聖

謎』

I
L一

I9 －

～

１
．
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
五
階
の
端
、
ぐ

る
り
の
半
円
形
を
窓
で
囲
ま
れ
た
日
本

学
高
等
研
究
所
の
所
長
室
の
主
の
い
な

い
机
の
前
に
立
っ
た
の
は
逝
去
の
半
月

後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

協
定
に
基
づ
く
講
義
は
評
議
員
の
ピ

ジ
ョ
ー
先
生
と
主
任
司
書
の
松
崎
碩
子

氏
の
周
到
な
配
慮
で
、
各
週
一
二
○
分
、

四
回
滞
り
な
く
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

聴
講
者
は
大
学
教
授
と
院
生
な
ど
一
四

人
。
感
動
し
た
の
は
毎
回
、
リ
ー
ル
、

ボ
ル
ド
ー
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
の
各
大
学

の
先
生
方
が
皆
出
席
し
て
下
さ
っ
た
こ

と
で
、
こ
れ
は
、
東
京
の
授
業
に
仙
台
、

新
潟
、
京
都
か
ら
新
幹
線
で
か
け
つ
け

て
く
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、

張
り
切
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
テ
ー
マ
は

「
六
百
番
歌
合
」
、
平
安
朝
和
歌
の
題
詠

史
に
位
置
づ
け
て
論
じ
た
。
講
義
内
容

は
両
国
語
で
印
刷
物
に
さ
れ
る
計
画
が

あ
る
の
で
、
一
般
の
評
価
は
そ
の
結
果

を
俊
ち
た
い
。

講
義
の
間
を
縫
っ
て
、
も
う
一
つ
の

目
的
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
日
本
古
典
籍

資
料
の
共
同
研
究
、
所
在
調
査
・
収
集

に
も
従
事
し
た
。

へ

ー

ギ
メ
美
術
館
の
新
出
資
料
、
公
任
の

『
金
玉
集
』
、
定
家
の
『
二
四
代
集
抄
出
」

等
に
つ
い
て
は
同
館
の
尾
本
学
芸
員
の

紹
介
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
大
の
ヴ
ュ
イ
ヤ

ー
ル
講
師
の
翻
刻
、
研
究
の
成
果
が
近

く
活
字
に
さ
れ
る
が
、
事
前
に
本
文
検

討
の
機
会
を
持
た
せ
て
貰
っ
た
。

調
査
で
は
従
来
文
献
資
料
部
が
入
っ

て
い
な
い
所
で
は
、
東
洋
言
語
文
化
研

究
所
（
畠
シ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
、
パ
リ
加
大
学
）
の

本
部
図
書
館
に
通
っ
た
。
前
身
の
東
洋

言
語
学
校
が
明
治
期
に
収
集
し
た
和

本
・
活
字
本
が
七
○
○
点
程
あ
る
の
を

書
庫
で
確
認
、
古
活
字
本
の
吾
妻
鏡
が

眼
に
つ
い
た
。
文
献
資
料
部
の
調
査
対

象
に
す
る
こ
と
の
内
諾
を
学
長
、
図
書

館
長
に
い
た
だ
い
た
の
で
、
間
も
な
く

利
用
が
可
能
と
な
ろ
う
。
こ
の
他
で
は
、

リ
ヨ
ン
市
印
刷
銀
行
博
物
館
の
嵯
峨
本

伊
勢
物
語
（
三
村
竹
清
旧
蔵
）
が
印
象

に
残
っ
た
。

講
義
が
半
ば
ま
で
進
ん
だ
こ
ろ
、
マ

ル
セ
イ
ユ
在
住
の
ク
ラ
イ
ト
マ
ン
騨
臥
［
‐

ョ
自
己
氏
の
訪
問
を
受
け
た
。
九
二
歳
の

高
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
元
気
な
語
り
口

で
、
明
治
九
、
十
の
両
年
、
軍
事
顧
問

団
の
一
員
と
し
て
日
本
に
滞
在
し
た
祖

父
君
の
収
集
し
た
書
籍
、
文
物
に
つ
い

て
熱
っ
ぽ
く
語
ら
れ
た
。
中
で
は
コ
ピ

ー
を
持
参
さ
れ
た
『
献
英
楼
画
叢
」
四

へ

帖
に
驚
か
さ
れ
た
。
当
館
に
一
括
寄
託

さ
れ
て
い
る
田
安
家
本
の
分
れ
の
、
テ

ー
マ
別
雑
記
録
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

東
京
国
立
博
物
館
に
連
れ
の
一
三
帖
が

あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
田
安
家
の
収

集
能
力
の
高
さ
、
挿
絵
等
の
表
現
力
の

豊
か
さ
か
ら
、
今
後
注
目
さ
れ
る
資
料

と
な
ろ
う
。
精
査
の
許
可
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

余
暇
の
古
書
店
・
骨
董
屋
め
ぐ
り
で

は
八
十
点
程
の
和
本
を
見
た
。
絵
入
版

本
が
大
半
で
状
態
の
悪
い
も
の
が
多
か

っ
た
が
、
値
頃
感
か
ら
、
浮
世
草
子

『
傾
城
千
尋
の
底
」
、
祐
信
絵
本
「
絵
本

答
話
鑑
」
『
絵
本
言
葉
の
種
』
、
絵
本

「
鳥
羽
絵
欠
ど
め
』
な
ど
八
点
を
購
入
し

た
。

右
は
協
定
に
沿
っ
た
内
容
に
限
っ
て

の
報
告
で
あ
る
。
正
直
な
と
こ
ろ
講
義

に
は
せ
め
て
二
倍
ぐ
ら
い
の
時
間
が
欲

し
か
っ
た
け
れ
ど
、
お
互
い
業
務
の
時

間
を
融
通
し
て
の
交
流
で
は
こ
の
辺
が

限
度
で
も
あ
ろ
う
。
最
後
ま
で
厳
し
い

緊
張
感
を
持
続
さ
せ
つ
つ
も
好
意
に
充

●
●

ち
た
接
遇
で
私
を
の
せ
て
下
さ
っ
た

方
々
に
謝
意
を
表
し
た
い
。（

企
画
調
整
官
）＆
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戦
前
に
「
室
町
時
代
小
歌
集
」
と
し

て
影
印
・
翻
刻
さ
れ
て
以
来
、
中
世
歌

謡
史
の
基
本
資
料
と
し
て
知
ら
れ
る
孤

本
「
宗
安
小
歌
集
』
は
、
戦
後
、
そ
の

原
本
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
昨
年
度
、

当
館
で
は
六
十
五
年
ぶ
り
に
そ
の
所
在

を
確
認
し
、
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

久
々
の
公
開
と
あ
っ
て
、
今
年
度
の

春
期
特
別
展
示
・
公
開
講
演
会
は
「
よ

み
が
え
る
宗
安
小
歌
集
」
と
銘
打
ち
、

中
世
歌
謡
の
諸
相
を
探
る
こ
と
に
し
た
。

講
演
会
は
、
五
月
十
六
日
（
金
）
、
午

後
一
時
三
十
分
よ
り
当
館
一
階
の
大
会

議
室
に
て
開
催
（
申
込
不
要
、
入
場
無

料
）
。
講
師
の
先
生
三
名
に
は
、
田
植
草

子
、
琉
歌
、
そ
し
て
宗
安
小
歌
集
な
ど

昨
年
十
一
月
七
日
・
八
日
に
第
二

十
回
の
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
が
開

催
さ
れ
た
。
バ
リ
第
七
大
学
教
授
の
ジ

ャ
ッ
ク
リ
ー
ヌ
・
ピ
ジ
ョ
ー
氏
の
招
待

発
表
「
谷
崎
潤
一
郎
『
少
将
滋
幹
の
母
」

に
あ
ら
わ
れ
る
平
安
時
代
の
イ
メ
ー

ジ
」
を
は
じ
め
と
す
る
九
件
の
研
究
発

表
が
行
わ
れ
た
。

第
二
十
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会

よ
み
が
え
る
宗
安
小
歌
集

ｌ
中
世
歌
謡
の
世
界
Ｉ

公
開
講
演
は
平
岡
敏
夫
群
馬
県
立

女
子
大
学
長
の
「
王
朝
の
〈
夕
暮
れ
〉

ｌ
芥
川
髄
之
介
「
羅
生
門
」
を
視
点
と

し
て
Ｉ
」
、
フ
ラ
ン
シ
ー
ヌ
・
エ
ラ
イ

ユ
当
館
客
員
教
授
の
「
平
安
時
代
貴
族

社
会
に
お
け
る
作
文
」
。

熱
の
こ
も
っ
た
発
表
と
、
興
味
深

い
講
演
が
続
き
、
盛
会
で
あ
っ
た
。

に
つ
い
て
ご
研
究
の
一
端
を
ご
披
露
い

た
だ
く
（
広
島
文
教
女
子
大
学
・
友
久

武
文
教
授
、
琉
球
大
学
・
池
宮
正
治
教

授
、
濁
協
大
学
・
飯
島
一
彦
助
教
授
）
。

当
館
二
階
の
展
示
室
で
は
、
新
収

「
宗
安
小
歌
集
」
を
は
じ
め
、
中
世
か
ら

近
世
期
の
歌
謡
原
典
三
十
数
点
を
陳
列

す
る
（
五
月
十
二
日
（
月
）
～
二
十
三

日
（
金
）
）
但
し
十
七
・
八
日
は
閉
館
）
。

な
お
、
十
六
日
午
前
十
時
三
十
分
よ
り

当
館
の
落
合
博
志
助
教
授
が
展
示
解
説

を
行
う
。
室
町
の
音
色
に
、
多
く
の

方
々
が
魅
了
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願

う
次
第
で
あ
る
。

（
整
理
閲
覧
部
参
考
室
）

~

東
急
東
横
線
大
倉
山
駅
か
ら
急
峻
な

坂
道
を
登
り
つ
め
た
所
に
、
大
倉
精
神

文
化
研
究
所
が
あ
る
。
昭
和
四
年
創
立

者
大
倉
邦
彦
の
名
を
冠
し
て
設
置
さ
れ

た
研
究
所
は
、
五
八
○
○
○
点
の
蔵
書

を
誇
る
が
、
宗
教
書
が
主
で
分
愚
も
か

な
り
の
比
重
を
占
め
る
。
国
文
学
関
係

の
和
書
は
、
昭
和
九
年
頃
購
入
し
た
榊

原
家
本
を
中
心
に
一
四
○
点
余
を
蔵
し
、

そ
れ
ら
は
江
戸
期
の
写
本
が
多
い
が
、

中
に
稀
本
の
「
人
家
和
歌
集
」
（
当
館
紀

要
第
七
号
に
福
田
秀
一
氏
が
紹
介
）
な

ど
も
含
ま
れ
る
。

国
文
学
研
究
資
料
館
で
は
、
研
究
所

の
近
隣
に
居
住
す
る
武
井
和
人
・
川
島

絹
江
夫
妻
の
多
大
の
御
尽
力
を
得
て
、

和
書
の
み
の
抄
出
目
録
作
成
と
、
そ
れ

に
基
づ
い
た
書
誌
調
査
と
を
終
え
、
平

成
三
年
七
月
に
、
ひ
と
ま
ず
撮
影
可
能

な
国
文
学
関
係
和
古
書
九
九
点
（
二
九

三
一
九
コ
マ
）
を
収
集
し
た
。
写
本
に

は
、
御
堂
関
白
記
・
後
二
条
関
白
記
・

猪
隈
関
白
記
・
岡
屋
関
白
記
・
後
深
心

院
関
白
記
な
ど
の
公
家
日
記
や
壬
二

集
・
山
家
集
・
長
秋
詠
草
・
秋
篠
月
清

集
等
の
家
集
が
あ
り
、
版
本
に
は
、
絵

本
太
閤
記
（
七
二
冊
）
・
類
題
和
歌
集

（
三
二
冊
）
・
羅
山
先
生
文
集
（
四
九
冊
）

文
庫
紹
介
⑳

大
倉
精
神
文
化
研
究
所

~

な
ど
大
部
の
も
の
も
目
立
つ
。

現
在
で
は
研
究
所
の
建
物
は
横
浜
市

に
寄
附
さ
れ
、
典
籍
の
み
研
究
所
の
所

有
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
建
物
を
無
償

で
提
供
す
る
理
由
づ
け
の
た
め
に
、
書

籍
は
横
浜
市
に
寄
託
し
、
市
に
寄
託
し

た
も
の
を
更
に
研
究
所
に
委
託
す
る
と

い
う
、
複
雑
な
経
緯
を
踏
ま
え
て
い
る
。

市
の
意
向
で
は
将
来
は
一
般
公
開
を
原

則
と
し
た
い
由
で
、
そ
の
た
め
に
目
録

作
り
が
必
要
と
な
る
が
、
漢
籍
中
心
の

服
部
文
庫
（
服
部
富
三
郎
旧
蔵
書
）
に

つ
い
て
は
、
斯
道
文
庫
か
ら
助
力
の
申

入
れ
が
あ
る
と
聞
く
。

目
下
は
月
曜
・
火
曜
の
み
が
閲
覧
日

で
、
土
．
日
曜
、
祝
日
は
休
館
で
あ
る

が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
水
曜
日
も
閲
覧

可
能
で
あ
る
と
い
う
。
所
在
地
・
電
話

番
号
は
次
の
と
お
り
。

〒
、
横
浜
市
港
北
区
太
尾
町
七
○
六

○
四
五
・
五
四
四
・
一
八
八
一

（
文
献
資
料
部
新
藤
協
三
）

零
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科
学
研
究
費
補
助
金
（
国
際
学
術
研
究
）
を
終
え
て

国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
学
術
情
報
網

に
よ
る
国
際
共
同
利
用
に
関
す
る
研
究

研
究
情
報
部
安
永
尚
志

本
研
究
は
一
九
九
四
年
度
か
ら
三
ヶ
年
は
日
本
研
究
者
約
三
○
名
か
ら
成
る
学
会

に
渡
っ
て
実
施
し
た
。
研
究
の
目
的
は
、
が
あ
り
、
こ
れ
を
母
体
と
し
、
く
ｇ
①
儲

国
文
学
研
究
資
料
館
に
蓄
積
す
る
各
種
の
大
学
に
拠
点
を
置
く
合
意
が
得
ら
れ
た
。

国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
、
学
術
情
報
ネ
な
お
、
正
保
版
本
歌
集
二
十
一
代
集
を
素

ツ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
、
欧
米
の
日
本
研
材
と
し
て
、
同
国
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で

究
者
に
提
供
す
る
た
め
の
諸
問
題
の
調
査
動
作
確
認
診
堅
行
っ
た
。

研
究
と
、
実
際
に
接
続
実
験
を
通
し
て
そ
米
国
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
処

の
実
現
性
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
理
技
術
と
実
態
の
調
査
研
究
を
行
っ
た
。

あ
る
。
以
下
簡
単
に
経
緯
を
振
り
返
る
。
Ｓ
Ｇ
Ｍ
（
国
際
標
準
電
子
化
テ
キ
ス
ト
記

川
第
１
年
度
述
言
語
）
テ
キ
ス
ト
に
対
す
る
○
弓
。
弓
罠

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
か
れ
た
欧
州
日
シ
ス
テ
ム
の
日
本
語
へ
の
対
応
性
を
検
証

本
学
研
究
集
会
（
Ｅ
Ａ
‐
Ｓ
）
の
協
力
を
し
た
。
Ｃ
Ｅ
Ｔ
Ｈ
（
人
文
学
電
子
化
テ
キ

得
て
、
海
外
に
お
け
る
日
本
語
の
処
理
シ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
）
と
の
共
同
研
究
の
合
意

ス
テ
ム
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
実
状
お
よ
び
を
得
た
。

問
題
を
調
査
し
、
ま
と
め
た
。
９
さ
ａ
大
の
第
２
年
度

学
計
算
機
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
用
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
国
際
会
議

意
し
た
日
本
語
処
理
シ
ス
テ
ム
を
実
装
（
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ｈ
‐
妬
）
の
協
力
を
得

し
、
各
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
直
接
国
文
学
研
究
て
、
と
く
に
国
文
学
研
究
者
の
奎
寵
心
を
調

資
料
館
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
技
術
を
確
立
し
査
し
、
海
外
の
国
文
学
研
究
者
総
覧
作
成

た
。
ま
た
、
噺
本
大
系
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
の
準
備
を
開
始
し
た
。

動
作
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
と
り
わ
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
直
接
接
続

け
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
が
進
め
る
電
実
験
を
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
国
立
大
学

子
化
計
画
や
世
界
的
に
も
新
し
い
電
子
出
他
）
、
英
国
（
○
号
己
、
９
号
邑
鳴
大
学

版
物
の
納
本
制
度
に
つ
い
て
調
査
研
究
他
）
、
仏
国
（
９
房
鳴
号
即
自
８
）
、

し
、
大
き
な
知
見
を
得
た
。
イ
タ
リ
ア
で
伊
国
（
ぐ
ｇ
ｇ
雷
大
学
他
）
で
実
施
し
、

（
、
一

成
功
し
た
。
情
報
不
ツ
ト
ワ
ー
ク
の
実
状

と
将
来
動
向
を
調
査
し
た
結
果
、
趨
勢
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
移
行
し
つ
つ
あ
っ

た
。
日
本
語
処
理
シ
ス
テ
ム
環
境
が
各
国

毎
に
異
な
り
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
お

い
て
事
前
準
備
を
充
分
に
行
う
必
要
が
あ

っ
た
。Ｃ

Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
国
文
学
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
利
用
環
境
の
整
備
を
行
い
（
オ

ラ
ン
ダ
，
ド
イ
ツ
）
、
ま
た
テ
キ
ス
ト
ア

ー
カ
イ
ブ
の
実
態
と
そ
の
利
用
方
法
を
、

と
く
に
進
ん
で
い
る
英
国
に
お
い
て
調
査

研
究
し
、
日
本
語
テ
キ
ス
ト
へ
の
適
用
性

を
探
り
、
成
果
を
得
た
。

招
へ
い
研
究
者
を
交
え
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
国
文
学
」
を
開
き
、

研
究
成
果
の
評
価
を
行
い
、
次
年
度
へ
の

課
題
を
含
め
ま
と
め
た
。

③
第
３
年
度

チ
ェ
コ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

に
お
い
て
、
日
本
研
究
者
の
実
態
、
日
本

語
の
情
報
シ
ス
テ
ム
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

実
態
、
要
求
事
項
な
ど
を
調
査
し
た
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
整
備
が
進
め
ば
、

直
接
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
可
能
と
な
り
、
教
育
、
研
究
の
活
性

化
が
進
む
た
め
、
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

米
国
を
中
心
に
大
学
な
ど
研
究
図
書
館

の
デ
ジ
タ
ル
化
が
活
発
で
、
こ
れ
ら
の
実

状
の
調
査
研
究
を
項
目
に
加
え
た
。
ま
た
、

Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

へ

型
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
、
米
国
（
Ｕ

Ｃ
Ｌ
Ａ
、
詞
冒
２
８
大
学
他
）
で
、
実
証

実
験
を
行
い
、
ビ
ュ
ァ
シ
ス
テ
ム
な
ど
に

高
い
評
価
を
得
た
。
一
方
、
欧
米
で
は
情

報
処
理
用
漢
字
は
日
本
・
中
国
・
韓
国

（
Ｃ
Ｊ
Ｋ
）
を
ひ
と
ま
と
め
で
扱
っ
て
い

る
た
め
、
問
題
が
大
き
い
。
そ
こ
で
、
中

国
に
つ
い
て
同
じ
漢
字
文
化
圏
に
お
け
る

共
通
の
関
心
事
で
あ
る
国
際
標
準
文
字
セ

ッ
ト
の
技
術
動
向
、
国
家
的
対
応
方
法
な

ど
を
調
査
研
究
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

総
合
的
な
取
り
ま
と
め
を
、
欧
米
の
拠

点
と
し
た
英
国
（
９
言
ａ
大
学
）
、
仏
国

行
◎
二
③
照
烏
卑
呂
８
）
、
伊
国

（
く
ｇ
閏
言
大
学
）
、
米
国
令
旨
８
§
大
学
）

で
行
い
、
実
用
化
の
見
通
し
を
得
た
。
国

際
会
議
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ｈ
‐
％
（
ノ
ル
ウ

ェ
ー
）
に
お
い
て
、
研
究
成
果
の
発
表
を

行
っ
た
。
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
早
期

の
実
用
化
が
強
く
期
待
さ
れ
た
。
ま
た
、

Ｃ
Ｅ
Ｔ
Ｈ
、
９
斤
鴨
号
刃
閨
８
か
ら

２
人
の
専
門
家
を
招
き
、
「
人
文
科
学
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施

し
、
こ
れ
ま
で
の
評
価
を
行
っ
た
。

研
究
成
果
の
公
開
の
一
つ
と
し
て
、
要

望
の
高
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
Ｗ
Ｗ

Ｗ
サ
ー
バ
を
立
ち
上
げ
、
国
文
学
研
究
資

料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
目
録

お
よ
び
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
の

試
験
公
開
を
行
っ
た
。
現
在
、
最
終
的
な

研
究
成
果
報
筈
蕃
を
作
成
し
て
い
る
。
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第
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
国
文
学
」
は
、
科
学
研
究
費
補
助

金
に
よ
る
重
点
領
域
研
究
「
人
文
科
学

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
の
研
究
計
画
班

「
テ
キ
ス
ト
処
理
」
と
の
共
同
で
、
次
の

よ
う
に
開
催
し
た
。

名
称
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
文
科
学
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」

日
時
一
九
九
六
年
十
月
一
七
日
（
木
）

～
十
八
日
（
金
）

場
所
機
械
振
興
会
館
（
兎
尿
）

二
日
間
に
渡
り
、
ま
た
会
場
を
国
文

学
研
究
資
料
館
か
ら
離
れ
て
実
施
し
た

が
、
延
べ
一
五
○
名
の
参
加
を
得
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
テ
キ
ス
ト

処
理
を
中
心
の
テ
Ｉ
マ
と
し
て
、
国
文

学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
様
々
な
問
題
に
ふ

れ
た
。
ま
た
、
科
学
研
究
費
重
点
領
域

研
究
の
最
新
の
研
究
成
果
を
発
表
し
、

評
価
を
行
い
、
テ
キ
ス
ト
処
理
研
究
の

進
展
に
寄
与
し
た
。

こ
の
重
点
領
域
研
究
の
特
色
は
、
人

文
科
学
全
般
に
渡
っ
た
公
募
研
究
を
重

視
し
て
い
る
。
今
年
度
は
テ
キ
ス
ト
処

理
計
画
研
究
班
の
も
と
に
、
一
三
の
公

募
研
究
斑
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

シ
ン
義
ン
ウ
ム
マ
八
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
々
色
に
つ
い
て

研
究
情
報
部
安
永
尚
志

で
、
計
画
研
究
班
を
含
め
、
一
四
の
研

究
発
表
と
質
疑
を
行
っ
た
。

ま
た
、
四
つ
の
講
演
を
行
い
、
現
在

の
問
題
点
や
研
究
課
題
の
整
理
を
行
い
、

か
つ
国
際
的
な
研
究
動
向
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
た
。
以
下
に
そ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
部
を
掲
げ
る
が
、
と
り
わ
け

テ
キ
ス
ト
処
理
の
世
界
的
な
権
威
ホ
ッ

ケ
イ
・
ス
ー
ザ
ン
教
授
（
プ
リ
ン
ス
ト

ン
大
学
、
Ｃ
Ｅ
Ｔ
Ｈ
所
長
）
、
並
び
に
ド

ウ
ラ
エ
・
ユ
ベ
ー
ル
教
授
（
コ
レ
ー
ジ

ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
）
を
招
い
て
の
講

演
お
よ
び
質
疑
に
つ
い
て
は
、
多
大
の

成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

基
調
講
演
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本

学
研
究
の
現
状

ド
ウ
ラ
エ
・
ユ
ベ
ー
ル

（
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ

ン
ス
）

特
別
講
演
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ホ
ッ
ケ
イ
・
ス
ー
ザ
ン

（
。
、
弓
騨
。
⑦
昌
閏
ざ
吋

田
行
○
言
○
ヨ
言
弓
①
×
房
昌

芽
①
エ
臣
ョ
目
言
關
）

講
演
１
展
示
図
録
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
に
つ
い
て

へ
、

山
崎
誠

（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

講
演
２
古
辞
書
研
究
と
罠
の
漢
字

池
田
証
寿
（
信
州
大
学
）

研
究
発
表
科
学
研
究
費
重
点
領
域
研

究「
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
」
テ
キ
ス
ト
処
理
研
究

安
水
尚
志

（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

他
、
一
三
件
。

な
お
、
こ
の
他
に
パ
ネ
ル
討
論
「
文

学
と
語
学
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

利
用
し
た
研
究
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

現
在
研
究
発
表
論
文
の
全
テ
キ
ス
ト

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｗ
Ｗ
Ｗ
サ
ー
バ

上
の
国
文
学
研
究
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
試
験
公
開
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
，

一
部
の
図
表
は
除
く
。

己
酉
誉
弓
茎
乏
言
乏
・
昌
一
．
胃
宕

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
予
稿
集
も
発

行
し
て
い
る
。
未
だ
、
若
干
残
部
が
あ

る
の
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
お
送
り

し
ま
す
。

へ

当
館
で
は
年
間
二
、
三
回
の
公
開
講

演
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
を
も
と
に
し

て
、
新
た
に
「
古
典
講
演
シ
リ
ー
ズ
」

の
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
。

第
一
冊
目
は
「
万
葉
集
の
諸
問
題
』

と
題
し
、
本
年
二
月
刊
行
さ
れ
た
。

平
成
六
年
の
「
広
瀬
本
万
葉
集
」
の

発
見
を
機
と
し
、
当
館
で
は
万
葉
集
と

そ
の
周
辺
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
昨
年
ま

で
に
三
回
の
講
演
会
を
開
催
、
八
人
の

先
生
方
を
迎
え
て
講
演
を
お
願
い
し
た
。

本
書
は
こ
れ
ら
の
講
演
が
、
一
書
と

な
っ
て
結
実
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
は
左
の
と
お
り
。

○
広
瀬
本
万
葉
集
に
つ
い
て
（
木
下
正

俊
）

○
広
瀬
本
万
葉
集
あ
れ
こ
れ
（
神
堀
忍
）

○
春
日
昌
預
と
そ
の
時
代
（
飯
田
文
弥
）

○
甲
斐
近
世
の
歌
人
た
ち
（
吉
田
英
也
）

○
人
麿
の
信
仰
と
影
供
（
佐
々
木
孝
浩
）

○
歌
語
か
ら
見
た
万
葉
集
相
聞
（
森
朝

男
）

○
都
市
と
万
葉
集
（
古
橋
信
孝
）

○
東
歌
を
読
む
（
佐
佐
木
幸
綱
）

定
価
二
、
八
八
四
円
で
市
販
さ
れ
て

い
る
。
（
問
い
合
わ
せ
は
、
臨
川
書
店

風
０
７
５
．
７
２
１
．
１
１
１
１
）

一
古
蘂
塞
毒
シ
リ
ー
ズ
一
ｍ
刊
荷
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平
安
鎌
倉
時
代
の
「
詩
題
」
に
関
す
る

「
先
代
御
便
覧
」
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

の
研
究

和
田
道
子
（
史
泉
大
学
教
授
）

赤
松
万
里
（
鳴
門
教
育
大
学
助
教
授
教
疫
）

大
石
房
子
（
放
送
大
学
講
師
）

坂
内
泰
子
（
実
践
女
子
大
学
講
師
）

山
田
直
子
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
手
）

近
世
上
方
読
本
年
表
作
成
の
た
め
の
基

礎
研
究

服
部
仁
（
同
朋
大
学
教
授
）

近
衛
典
子
（
昭
和
菫
院
短
期
大
学
助
教
授
）

福
田
安
典
（
甲
子
園
短
期
大
学
講
師
）

山
本
卓
（
関
西
大
学
助
教
授
）

岡
雅
彦
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

う
つ
ほ
物
語
の
基
礎
的
研
究

室
城
秀
之
（
白
百
合
女
子
大
学
教
授
）

上
原
作
和
（
跡
見
学
園
女
子
大
学
講
魎

大
井
田
晴
彦
《
塁
泉
大
学
大
学
院
）

佐
藤
信
一
（
白
百
合
女
子
大
学
講
師
）

正
道
寺
康
子
（
新
潟
大
学
大
学
院
）

中
山
陽
子
（
悪
泉
女
学
園
短
期
大
挙
講
師
）

宮
谷
聡
美
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）

江
戸
英
雄
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
手
）

平
成
９
年
度
共
同
研
究

日
本
文
学
の
特
質
－
「
本
朝
麗
藻
」
の

研
究

フ
ラ
ン
シ
ー
ヌ
・
エ
ラ
イ
ユ

（
国
文
学
研
究
資
料
館
客
員
教
授
）

本
間
洋
一
（
同
志
社
女
子
大
学
教
授
）

柳
澤
良
一
（
金
沢
学
院
大
学
教
授
）

相
田
満
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
手
）

新
藤
協
三
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

「
冥
報
記
」
を
め
ぐ
る
比
較
文
学
的
研
究

と
漢
文
訓
読
文
献
の
電
子
化
の
研
究

馬
渕
和
夫
（
塞
界
成
徳
短
期
大
学
教
授
）

青
柳
隆
志
（
墓
墨
奴
鯉
麺
揃
芙
学
助
教
授
）

稲
垣
泰
一
（
筑
波
大
学
教
授
）

稲
葉
二
柄
（
大
妻
女
子
大
学
教
授
）

黒
田
佳
世
（
史
泉
大
学
講
師
）

滋
野
雅
民
（
山
形
大
学
教
授
）

田
口
和
夫
（
文
教
大
学
教
授
）

中
野
猛
（
都
留
文
科
大
学
教
授
）

渡
邊
信
和
同
盟
李
仏
鑿
禽
騨
読
研
塞
妻
）

相
田
満
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
手
）

基
礎
的
研
究

渡
辺
秀
夫
（
信
州
大
学
教
授
）

本
間
洋
一
（
同
志
社
女
子
大
学
教
授
）

三
木
雅
博
（
梅
花
女
子
大
学
助
教
授
）

柳
澤
良
一
（
金
沢
学
院
大
学
教
授
）

山
崎
誠
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
教
疲
）

平
成
８
年
度
共
同
研
究
追
加

一､

当
館
で
は
、
国
文
学
と
日
本
史
学
を

専
攻
す
る
大
学
院
生
（
修
士
課
程
・
博
士

課
程
）
を
対
象
と
し
て
、
毎
夏
「
原
典
講

読
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
る
。

当
館
所
蔵
資
料
を
中
心
に
、
原
典
を

資
料
と
し
、
五
～
六
名
の
当
館
教
官
が
講

義
す
る
。
日
程
は
ま
だ
決
定
さ
れ
て
い
な

い
が
、
今
年
も
八
月
下
旬
に
開
講
の
予
定

で
あ
る
。
募
集
人
員
は
約
一
○
名
、
応
募

者
が
多
数
の
場
合
は
、
当
館
で
選
考
す
る
。

受
講
料
は
無
料
（
講
義
資
料
実
費
徴
集
）
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
平
成
五
年
よ
り
開

催
さ
れ
て
お
り
、
今
夏
は
五
回
目
と
な
る
。

国
文
学
・
日
本
史
学
を
専
攻
す
る
若
い
研

究
者
に
と
っ
て
、
所
属
大
学
以
外
の
教
官

の
講
義
を
聴
講
で
き
る
希
有
な
機
会
と
し

て
、
好
評
を
得
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
他

大
学
の
院
生
と
の
学
問
的
交
流
の
場
と
も

な
っ
て
い
る
。

研
究
の
視
野
の
拡
大
と
、
深
化
を
は

か
る
貴
重
な
機
会
と
し
て
、
ふ
る
っ
て
応

募
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
照
会
先
は
、

国
文
学
研
究
資
料
館
庶
務
課
共
同
利
用
係

武
井
協
三
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
教
授
）

辻
本
裕
成
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
手
）

中
村
康
夫
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
教
授
）

山
崎
誠
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
教
授
）

冥
季
大
学
院
セ
ミ
ナ
ー
雲
錨
生
募
隼

内

り
（
０
３
．
３
７
８
５
．
７
１
３
１
内
線

２
１
０
）
。

講
義
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ

り
当
館
教
官
が
、
も
っ
と
も
研
究
を
ふ
か

め
て
い
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
行
わ
れ
て
い

る
。
高
度
で
密
度
の
濃
い
も
の
と
の
評
価

を
受
け
て
お
り
、
「
セ
ミ
ナ
ー
原
典
を
読

む
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
平
凡
社
よ
り
順

次
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

参
考
ま
で
に
昨
年
度
の
講
義
題
目
と

担
当
者
を
あ
げ
る
と
、
「
本
居
宣
長
の
大

和
旅
行
ｌ
菅
笠
日
記
を
読
む
坐
鈴
木
淳
助

教
授
、
「
平
安
末
期
の
私
撰
和
歌
集
Ｌ
言
葉

和
歌
集
を
読
む
山
松
野
陽
一
教
授
、
「
日

本
漢
籍
史
入
門
Ｉ
長
恨
歌
の
注
釈
と
絵
画

化
を
め
ぐ
っ
て
Ｌ
山
崎
誠
助
教
授
、
「
大

名
屋
敷
の
歌
舞
伎
上
演
Ｉ
弘
前
藩
庁
日
記

を
読
む
山
武
井
協
三
助
教
授
、
「
デ
ジ
タ

ル
・
ワ
ー
ド
ー
国
文
学
研
究
の
た
め
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
止
原
正
一

郎
助
教
授
、
弓
夜
明
け
前
」
の
世
界
‐
大

黒
屋
日
記
を
読
む
坐
高
木
俊
輔
教
授
。

本
年
度
の
担
当
者
は
未
決
定
で
あ
る

が
、
岡
雅
彦
教
授
（
近
世
文
学
）
、
落
合

博
志
助
教
授
（
中
世
文
学
）
、
丸
山
勝
巳

教
授
（
情
報
処
理
学
）
、
ロ
バ
ー
ト
・
キ

ャ
ン
ベ
ル
助
教
授
（
近
世
文
学
）
、
山
田

哲
好
助
教
授
（
史
料
管
理
学
）
が
候
補
と

し
て
あ
が
っ
て
い
る
。
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委
員
会
日
詫

平
成
８
年

９
月
ｎ
日

119

月月
7 1 9

日日

ｎ
月
７
日

２
月
６
日

１
月
訓
日

１
月
”
日

１
月
迦
日

哩
月
Ⅳ
日

ｎ
月
３
日

皿
月
７
日

ｎ
月
四
日

彙
報

原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
委
員
会
（
第
二

回
）企

画
委
員
会

国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会
（
第
二
回
）

国
文
学
文
献
資
料
調
査

員
中
国
・
四
国
地
区
会

議国
文
学
文
献
資
料
調
査

員
中
部
地
区
会
議

外
部
評
価
委
員
会
（
第

四
回
）

国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会
（
第
三
回
）

共
同
研
究
委
員
会
（
第

二
回
）

大
学
院
教
育
協
力
委
員

会
（
第
一
回
）

共
同
研
究
委
員
会
（
第

三
回
）

原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
委
員
会
（
第
三

回
）国

文
学
文
献
資
料
収
集

運
営
協
溌
員
会
の
開
侭
に
つ
い
て

本
年
度
第
二
回
運
営
協
議
員
会
が
、

平
成
八
年
九
月
二
日
（
月
）
に
開
催
さ

れ
、
議
事
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
長

候
補
者
の
推
薦
、
管
理
運
営
の
概
況
に

つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

本
年
度
第
三
回
運
営
協
議
員
会
が
平

成
八
年
十
月
四
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
、

議
事
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
長
候
補

者
の
選
定
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

本
年
度
第
四
回
運
営
協
議
員
会
が
平

成
八
年
十
二
月
二
十
日
（
金
）
に
開
催

さ
れ
、
議
事
は
、
教
官
人
事
に
つ
い
て

協
議
が
行
わ
れ
た
。

本
年
度
第
五
回
運
営
協
議
員
会
が
平

成
九
年
二
月
十
八
日
（
火
）
に
開
催
さ

れ
、
議
事
は
、
管
理
運
営
の
概
況
、
平

成
九
年
度
予
算
内
示
及
び
科
学
研
究
費

補
助
金
、
平
成
九
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

評
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
第
二
回
評
議
員
会
が
平
成
八

年
十
月
三
十
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
、

２
月
叫
日

３
月
３
日

へ３
月
７
日

計
画
委
員
会
（
第
二
回
）

企
画
委
員
会

古
典
籍
総
合
目
録
委
員

今
云情

報
シ
ス
テ
ム
委
員
会

議
事
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
長
の
選

考
に
つ
い
て
評
議
が
行
わ
れ
た
。

本
年
度
第
三
回
評
議
員
会
が
平
成
九

年
二
月
二
十
七
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
、

議
事
は
、
管
理
運
営
の
概
況
、
平
成
九

年
度
予
算
内
示
及
び
科
学
研
究
費
補
助

金
、
平
成
九
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

評
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

安
藤
正
人

渡
航
先

目
的

外
国
出
張

森
安
彦

丑
木
幸
男

渡
航
先

目
的

松
村
雄
二

武
井
協
三

渡
航
先

期
間

期
間

目
的

連
合
王
国
、
ド
イ
ツ
連

邦
共
和
国

国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
学
術
情
報
網
に
よ
る

国
際
共
同
利
用
に
関
す

連
合
王
国

在
英
日
本
史
料
の
所
在

と
現
状
に
関
す
る
調
査

平
成
８
年
９
月
型
日
～

平
成
８
年
幻
月
２
日

連
合
王
国

在
英
日
本
史
料
の
所
在

と
現
状
に
関
す
る
調
査

平
成
８
年
９
月
型
日
～

平
成
８
年
加
月
６
日

へ

鈴
江
英
一

山
田
哲
好

青
木
睦

渡
航
先

目
的

安
永
尚
志

中
村
康
夫

渡
航
先

目
的
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
学
術
情
報
網
に
よ
る

国
際
共
同
研
究
、
東
欧

諸
国
に
お
け
る
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
環
境
の
実
態
調

査
及
び
研
究
打
合
せ
、

接
続
実
験

期
間
平
成
８
年
、
月
加
日
～

平
成
８
年
Ⅲ
月
９
日

松
野
陽
一

渡
航
先
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

期
間

期
間

チ
ェ
コ
共
和
国
ｒ
Ｉ
Ｉ

、
・
も
．
Ｆ
今
春
｝
廿
一
春
、
ご
‐
旧
■
■
Ⅱ
Ⅱ

マ
、
ｌ
ｉ
，
》
・
准
抑
り
“
・
‐
↓
‐

ポ
Ｉ
ラ
ン
ド
鑿
翁
鯉
騨
、
制

ハ
ン
ガ
リ
ー
共
知
鶴
噂
‐
鵬

連
合
王
国

在
英
日
本
史
料
の
所
在

と
現
状
に
関
す
る
調
査

平
成
８
年
、
月
幻
日
～

平
成
８
年
ｎ
月
、
日

る
研
究

平
成
８
年
、
月
４
日
～

平
成
８
年
、
月
画
日
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目
的
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ

ラ
ン
ス
日
本
学
高
等
研

究
所
に
お
け
る
講
義
及

び
国
文
学
資
料
の
書
誌

的
調
査

期
間
平
成
８
年
皿
月
肥
日
～

平
成
８
年
ｎ
月
週
日

武
井
協
三

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
学
術
情
報
網
に
よ
る

国
際
共
同
利
用
に
関
す

る
研
究

期
間
平
成
８
年
哩
月
８
日
～

平
成
８
年
廻
月
Ｍ
日

原
正
一
郎

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
学
術
情
報
網
に
よ
る

国
際
共
同
利
用
に
関
す

る
研
究

期
間
平
成
８
年
哩
月
８
日
～

平
成
８
年
廻
月
四
日

新
藤
協
三

鈴
木
淳

ロ
バ
ー
ト

キ
ャ
ン
ベ
ル

辻
本
裕
成

渡
航
先
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

イ
タ
リ
ア
共
和
国

バ
チ
カ
ン
司
教
国

目
的
欧
州
に
お
け
る
日
本
古

典
籍
研
究
の
歴
史
的
研

究

期
間
平
成
９
年
１
月
型
日
～

平
成
９
年
２
月
８
日

原
正
一
郎

相
田
満

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
学
術
情
報
網
に
よ
る

国
際
共
同
利
用
に
関
す

る
研
究

期
間
平
成
９
年
２
月
幻
日
～

平
成
９
年
３
月
８
日

安
水
尚
志

渡
航
先
連
合
王
国

フ
ラ
ン
ス
共
和
国

チ
ェ
コ
共
和
国
￥
式
‐

ｌ
》
Ｉ
マ
、
｝
｝
。
“
‐
ｒ
、
。
‐
Ｊ
１
“

イ
タ
リ
ア
共
和
国

目
的
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
学
術
情
報
網
に
よ
る

国
際
共
同
利
用
に
関
す

る
研
究
の
と
り
ま
と
め

期
間
平
成
９
年
３
月
哩
日
～

平
成
９
年
３
月
”
日

武
井
協
三

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

角

海
外
研
修
旅
行

安
藤
正
人

渡
航
先
マ
レ
ー
シ
ア

目
的
第
二
次
世
界
大
戦
時
及

び
戦
後
の
記
録
史
料
の

取
扱
い
に
関
す
る
史
料

の
調
査
及
び
収
集
並
び

の
学
術
情
報
網
に
よ
る

国
際
共
同
利
用
に
関
す

る
研
究

期
間
平
成
９
年
３
月
廻
日
～

平
成
９
年
３
月
加
日

原
正
一
郎

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
学
術
情
報
網
に
よ
る

国
際
共
同
利
用
に
関
す

る
研
究

期
間
平
成
９
年
３
月
ｎ
日
～

平
成
９
年
３
月
羽
日

丑
木
幸
男

山
田
哲
好

安
藤
正
人

福
田
千
鶴

渡
航
先
連
合
王
国

目
的
在
英
日
本
史
料
の
所
在

と
現
状
に
関
す
る
調
査

期
間
平
成
９
年
３
月
ｎ
日
～

平
成
９
年
３
月
型
日

戸、

人
事
異
動
（
平
成
８
年
９
月
～
平

成
９
年
２
月
）

○
平
成
８
年
、
月
１
日
付
け

（
併
任
）

出
原
隆
俊
（
文
献
資
料
部
助
教
授
）

（
大
阪
大
学
文
学
部
助
教
授
）

（
平
成
８
年
ｎ
月
１
日
～

平
成
９
年
３
月
訓
日
）

（
平
成
８
年
如
月
～
平
成
９
年
３
月
）

○
平
成
８
年
ｎ
月
１
日
付
け

フ
ラ
ン
シ
ー
ヌ
・
エ
ラ
イ
ユ
（
客
員
教

授
）

フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
研
究
員
教
授

（
平
成
９
年
１
月
～
平
成
９
年
８
月
）

○
平
成
９
年
１
月
１
日
付
け

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
・
ラ
ミ
レ
ス
ー
ク
リ
ス

テ
ン
セ
ン
（
客
員
教
授
）

ミ
シ
ガ
ン
大
学
准
教
授

期
間

蕊鴬

299
日日

月月せ

年年打
1212合

蕊
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一
◆
「
資
料
利
用
カ
ー
ド
」
の
有
効
期
限
◆
「
古
典
謂
演
シ
リ
ー
ズ
」
刊
行
の
ぉ
期
間
五
月
十
二
日
（
月
）
～
一
千
二
一
閲
覧
時
間

一
に
つ
い
て
知
ら
せ
日
（
金
）
た
だ
し
、
十
七
日
九
時
～
十
七
時

一
従
来
、
「
資
料
利
用
カ
ー
ド
」
に
有
効
従
来
、
夏
期
公
開
講
演
会
の
記
録
と
（
土
）
・
十
八
日
（
日
）
は
休
室
資
料
請
求
受
付
時
間

一
期
限
を
設
け
ず
に
使
用
し
て
き
ま
し
た
し
て
「
国
文
学
研
究
資
料
館
講
演
集
」
会
喝
二
階
展
示
室
九
時
半
～
十
二
時
、
十
三
時
～
十
六
一

荻
、
こ
の
た
び
、
シ
ス
テ
ム
を
見
直
し
、
１
～
崎
を
刊
行
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
展
示
解
説
五
月
十
六
日
（
金
）
時
半

一
登
録
し
た
日
か
ら
三
年
後
の
年
度
末
を
後
は
、
春
、
秋
も
含
め
て
主
題
ご
と
に
十
時
半
～
十
一
時
十
五
分
文
献
複
写
受
付
時
間

一
期
限
と
し
、
平
成
九
年
四
月
よ
り
実
施
編
集
し
、
「
古
典
講
演
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
〈
講
演
会
〉

九
時
半
～
十
五
時
半

一
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
て
発
行
す
る
こ
と
な
り
ま
し
た
。
日
時
五
月
十
六
日
（
金
）
休
室
日

一
利
用
者
の
最
新
情
報
を
入
手
し
、
利
用

そ
の
第
一
冊
目
が
、
「
万
葉
集
の
諸
問
十
三
時
半
～
十
六
時
半
日
曜
日
、
土
曜
日
、
祝
日
、
振
替
体
一

一
者
サ
ー
ビ
ス
に
役
立
て
る
た
め
で
す
。

一
現
在
の
「
資
料
利
用
カ
ー
ド
」
は
平
成
題
』
（
平
成
九
年
二
月
、
臨
川
書
店
刊
、
会
場
一
階
大
会
議
室
日
、
毎
月
末
日
（
日
、
土
の
場
合
は
直
一

一
九
年
三
月
末
で
無
効
と
な
り
ま
す
。
し
定
価
二
、
八
八
四
円
）
で
す
。
こ
れ
は
、
演
題
前
の
金
曜
日
）
、
四
月
末
～
五
月
上
旬
五
一

一
る
方
々
に
は
大
変
お
手
数
を
お
か
け
し
隼
真
鯛
公
開
講
演
会
及
び
秋
鰯
公
開
講
広
騒
文
教
革
大
篝
文
篭
露
震
友
久
武
文
鯛
鼎
一
潅
鮭
笠
卵
重

一
た
が
っ
て
、
従
来
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
平
成
六
年
春
期
公
開
講
演
会
、
平
成
八
「
田
植
草
紙
歌
謡
の
性
格
」

蕾
す
が
、
改
め
て
登
録
申
請
手
続
き
を
演
会
の
講
演
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
で
「
琉
歌
の
世
界
」
六
日
か
ら
）
、
三
月
二
十
五
日
～
三
月
一
一
二

藷
願
い
し
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
身
分
す
。
琉
球
大
学
法
文
学
部
教
授
池
宮
正
治
十
一
日
、
そ
の
他

一
証
明
書
を
御
持
参
下
さ
い
。
来
館
で
な
い
場
合
の
利
用
方
法

「
宗
安
小
歌
集
実
見
」

◆
平
成
九
年
度
春
期
特
別
展
示
・
公
開
濁
協
大
学
外
国
語
学
部
助
教
疫
飯
島
一
彦
所
属
大
学
の
図
書
館
等
を
通
し
て
申
一

一
◆
「
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
縮
刷
版
」
の
講
演
会
の
ご
案
内
し
込
め
ば
文
献
複
写
及
び
貸
出
（
資
料
一◆一

一
市
販
に
つ
い
て
「
よ
み
が
え
る
宗
安
小
歌
集
ｌ
中
◆
利
用
案
内
は
限
定
さ
れ
ま
す
）
が
で
き
ま
す
。
ま
一

一
園
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
世
歌
謡
の
世
界
ｌ
」
と
い
う
テ
ー
マ
利
用
資
格
た
、
個
人
が
郵
送
で
文
献
複
写
の
申
し
一

一
資
料
目
録
』
は
、
発
行
部
数
に
限
り
が
で
特
別
展
示
及
び
公
開
講
演
会
を
開
催
学
術
研
究
の
た
め
に
当
館
の
資
料
を
込
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
一

一
あ
り
、
一
部
の
機
関
に
し
か
配
布
で
き
し
ま
す
。
必
要
と
し
、
か
つ
、
次
の
い
づ
れ
か
に
は
参
考
普
及
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
一

一
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
縮
刷
〈
展
示
〉
該
当
す
る
者
さ
い
。

一
‐一

版
を
別
途
刊
行
し
市
販
し
て
い
ま
す
。
六
十
五
年
ぶ
り
に
発
見
さ
れ
た
室
町
（
一
）
学
校
の
教
員
及
び
調
査
研
究
機
関

一
第
一
九
冊
目
の
一
九
九
五
年
版
が
、
三
小
歌
の
白
眉
『
宗
安
小
歌
集
」
を
は
じ
の
研
究
員

一
月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
（
笠
間
書
院
刊
、
め
、
中
世
か
ら
近
世
歌
謡
の
原
典
を
数
（
二
）
大
学
及
び
大
学
院
の
学
生

一
定
価
六
、
五
○
○
円
）
十
点
選
び
展
示
し
ま
す
。
（
三
）
そ
の
他
館
長
が
適
当
と
認
め
る
者

一

勺
９
０
８
０
０
０
０
９
６
０
０
０
日
０
日
０
０
０
８
０
■
■
０
■
０
０

●
ロ

ケ
０
０
０
り
り
り
０
９
，
０
０
０
０
０
６
０
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｊ
９
６
０
Ｄ
↑
Ｐ
０
０
Ｄ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｄ
０
り
り
，
Ｏ
９
０
９
ｐ
Ｕ
◆
０
６
０
Ｄ
ｊ
Ｄ
６
０
０
６
Ｄ
り
Ｄ
６
０
６
ｐ
０
Ｄ
Ｕ
，
Ｂ
０
０
０
Ｄ
Ｂ
０
０
０
０
０
０
６
Ｂ
０
Ｄ
８
０
０
０
０
Ｕ
ｂ
Ｕ
０
０
０
０
８
０
０
Ｂ
０
０
０
０
０
ｐ
Ｂ
０
０
０
０
０
０
０
り
０
０
０
０
Ｄ
Ｏ
Ｄ
０
０
Ｂ
６

用
者
へ
の
お
知
ら
せ
‐
１
１
‐
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
１
１
１
１
１
１
１
’
１
１
！
‐
Ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
１
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
劃

Ｉ矛

》

へ

へ
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立命館大学

説話文学会
①〒97Oいわき市中央台飯野5-5-1
いわき明星大学田嶋研究室0246‐

29-7197②6月28～30日いわき
明星大学

全国大学国語教育学会
①〒739東広島市鏡山l-l-2広島
大学教育学部国語教育学研究室内

0824-24-6790②8月4．5日③筑
波大学附属小学校
全国大学国語国文学会
①〒101千代田区猿楽町2-2-6畑
山第1ビル（株）おうふう気付03‐
3294-0857②6月7．8日③早稲
田大学
中古文学会
①〒112文京区白山5-28-2o東洋
大学文学部国文学研究室03-3945‐

7367②5月10･11日③東洋大
学

中世文学会
①〒175-80板橋区高島平1-9-1大
東文化大学文学部日本文学科関口
研究室m-3935-lll3内3127@5月
30～6月1日③専修大学
日本演劇学会
①〒169-50新宿区西早稲田l-6-1
早稲田大学演劇博物館内03-3203‐
4141内71-5218@5月30～6月1日
③成城大学
日本音声学会
①〒101千代田区猿楽町1-3-103-
3292-1718@9月28･29日③東
京都立大学
日本歌謡学会
①〒150渋谷区東4-1028國學院
大學文学部日本文学第七研究室内
03-54660221@6月14･15日③
上野学園大学

日本近世文学会
①〒191日野市大阪上4-l-l実践
女子大学文学部国文学科研究室内
"25-85-0316@6月14～16日③
秋田経済法科大学
日本口承文芸学会
①〒150渋谷区東4-lG28国學院
大學文学部伝承文学研究室内
03-5466-0224②6月7，8日③常
葉学園短期大学

日本国語教育学会
①〒112文京区大塚3-29-1日本教
育研究連合会第三研究室内03‐

3941-3420②8月2．3日③国
立教育会館虎の門ホール・筑波大
学附属小・中学校

平成9年度 社団法人日本語教育学会
①〒107港区赤坂1-8-10第9興和
ビル内03-3584-4872～3②5月
24.25日③慶応大学
日本社会文学会
①〒603京都市北区小山上総町大
谷大学文学部片岡了研究室075‐
432-3131

日本比較文学会

①〒411静岡県三島市文教町2日本
大学国際関係学部内秋山正幸研究
室0559-86-55”②6月14．15日
③山形大学
日本文学協会

①〒170豊島区南大塚2-17-1003-
3941-2740②7月6日③京都教育
大学
日本文学風土学会

①〒359所沢市泉町1789秋草学
園短期大学国文科研究室“29‐

25-1111@6月21･22日③専修
大学

日本文芸研究会

①〒98O仙台市青葉区川内東北大
学文学部国文学研究室内022‐

217-5957伽月14･15日③東北
大学

日本方言研究会
①〒192003八王子市南大沢l-1東
京都立大学国語研究室内日本方
言研究会幹事"26-77･2135@
〒115北区西ケ丘3-9-14国寸圃語

研究所気付日本方言研究会幹事

03-39m3111@5月23日③大阪
市立大学
表現学会

①〒168杉並区永福l-9-1明治大
学和泉校舎佐藤(嗣)研究室内03‐
5300-1121内1311@6月7．8日
③奈良教育大学
仏教文学会
①〒6m京都市下京区七条大宮龍
谷大学文学部大取一馬研究室内

075-343-3311@6月7～9日③龍
谷大学

萬葉学会
①〒558大阪市住吉区杉本3-3-138
大阪市立大学文学部国語国文学研
究室内“-605-2413.2414@10月
5～8日③東京大学
美夫君志会

①〒466名古屋市昭和区八事本町
101-2中京大学文学部国文学研究

室内OS2-832-2151@7月19．20
日③中京大学

春季学会
I

①事務局②学会開催日③会場

解釈学会

①〒170豊島区北大塚3-29-2教育
出版センター内0-5394-1203

②8月21日③国文学研究資料館
歌舞伎学会

①〒169-5O新宿区西早稲田l-6-l
早稲田大学演劇博物館内03-3203‐

4141内71-5218@5月25日③共
立講堂

訓点語学会

①〒155世田谷区代沢1-2010@5
月23日③大阪市立大学
芸能史研究会
①〒602京都市上京区河原町通荒
神口下る上生州町221キトウビル

303号075-251-2371@6月8日
③京大会館
国語学会

①〒113文京区本郷7-3-l東京大
学文学部国語研究室内03-3812-
2111①事務取扱〒113文京区
本郷1-13-7日吉ハイツ40403-

58024615@5月24.25日③大
阪国際交流センター・大阪市立大
学
古事記学会
①〒150渋谷区東4-1128國學院
大學文学部日本文学第1研究室内
03-5466-m15②6月21･22日③
学習院大学

上代文学会
①〒18O武蔵野市吉祥寺北町3-3-1
成践大学文学部遠藤宏研究室内

“22-37-3647②5月17～19日③
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